

























後、鴎外文庫に所蔵される因島外旧蔵書(Irving,Washington. The sketch-book of Geoffrey Crayon, 




The sketch-book of Geoffrey Grayon, gent. Lond., &c., Cassel & Tokio, Maruya, n.d.”と言己しTこが、
これは鴎外文庫洋書目録（DerAutor-Katalog vanαusliindischen Bucher in der Bibliothek des 












〔参考〕 H~¥.YQllQ 11~盟E也叫Q民§！§＞！ aneighbour, even in白 roughesttoil, and Y!：笠i!_fO~t!)!姐回目tl!Jl_
白山1町lf.91i＜；：.~for husking Indian com or building stone fences; (pp.34・5)
〔底本〕 ;E:_r_"'{l凶u也盟問l.§民団g盟国~11,einem Nachbam selbst in der hartesten Arbeit beizustehen, 
under war 蹴tsder Ers~ bei alien landlichen Festlichkeiten, woes Welschkom a田n血叫senoder steineme 
Schutzmauem剖 bauengalt. (S. 59) 
〔区砂ト訳〕隣の人の業になら、どんな六つかしいことにでも、手を借すのは、此人です。祭の時に



















〔参考〕 刀~－b~虫Y!~：＼：.e_h9p四g迎cl.恒j~rjp._gamong the bushes, and勉坦gl日鱈地虫l.in_g_aloft,and 
Qt:踏血gthe pure mountain breeze. (p.41) 
〔底本〕 J2i~ y_0g~1_4._uptl旦凶五時由臨imGebusch, und_!i~tbwJ巴i.§~hoch in der Lu貧阻止！：！！個室
















で“官iebirds were hopping and twittering .. " ~過去進行形を使用している箇所を、 「とび歩きながら、さ
えずっている」というように現在形を使用しており、過去形の羅列を避ける配慮、が行われているのだが、
区事外の訳文は、そうした配慮をもっと大々的に行っていると言えよう。すなわち初学者風に訳した場合







〔参考〕…when也四略毘lf－血E明 DtQl<jg叫凶坦，inash仰 cockedhat,且皇cle_hj四百社rroughthe 
crowdヲputtingthem to the right and le食withhis elbows as he passed, . (p. 45) 
〔底本〕 Da凶時.§~b~血h説明§＿~，＿~凶也包型注＜！.lter. tl~rr mit spitzem gekriimptem Hute seinen 
Weg <lurch die Menge, indem er sie irn Vorbeigehen nach rechts und links mit seinen Ellenbogen 
a回einanderstieB. (S. 72) 
〔区紗ト訳〕この時に又た群衆を肘で撞き退け撞き退け3、リップの面前へ出て来たのは、仔細らし
ど、一角君主ロ盟主考ムず、…一 (p.180-1) 














〔参考〕 P加国gand fatigued, he也氏W凶nself,_l鎚旦也皇室立旦坦Q.1,on a green knol, covered with mountain 
herbage, that crowned the brow of a precipice. (p.38) 
〔底本〕 Keuchendund ernatet warf er sich .~乱也凶由自虫g~auf einen grtinen, rnit Gebirgs凶 utem
bewachsenen Hugel, der den Rand eines Abhanges kronte. (S. 63£) 
ツツ
〔鴎外訳〕渠が疲れ果て〉瑞ぎつ入崖の縁を冠の様に飾って居る、山苔で裏まれた緑の丘の上に










〔参考〕明icholasVedder! why, b~i.§ .9~l!.d_apg_gg民也容旦由民Yll.Y~恒！…” (p.46) 
〔底本〕’'NikolausVedder? Ei, Q.~誕b坦i及型~tl~Q.Q国国1<!11r~U.99ti耳~血biP！…”（S.73) 





















〔参考〕国四!1.RiQ,血 _ll[Cl@_~gQ~旦i!Jbi.§ _OFP-_ li<担。§，promised to inherit the habi包wi白血oldclothes 
of his fa由er.(p.35) 
岐本〕 S_e＿旦組!l_Ejp,J盟主J~ip~r. !l皿m旦~.b~吐むil盟国K!田~＇ve出ie/3mit den alten Kleidem seines 



















































〔参考〕 EY.mι坦l§W~印旦出4匝皿， too,by住・eatingof such enormous lapses of time, and of matters which 
he could not unde凶and:.. (p必）
暗本〕 Dazuy~~llI町並ijeg巳担民9.rt,weil sie solch ungeheure Zei凶rnneund Vorfalle behandeltβ，加S




















〔参考〕伽nearerapproach, bi三曹笠唾』旦喧盟国~eg単位盟副型店9f!!i_~＿§笠智~·庄却民笹~c~.(p. 39) 






























〔参考〕...for泊四：＿y_：坦LW.ir!klt旦gwg~止也盟 ascompanions in idleness, .. (p.36) 
〔底本〕…dennf.!1!.l!. ＇｛＠.＿~也岨e_Q.e_m盟国全t皇室i5'als Kameraden im M凶iggang…（S.61) 
































〔参考〕 The dogs, to, not one of which he recognised for an old acquaintance, barked at him as he passed. 
(p. 43) 
〔底本〕 Auchdie Runde, von denen er nicht einen einzigen als alten Bekannten wieder erkannte, bellten ihn 




底本においてはdieRunde （犬）が主語で、belltenilin an （彼に吠え掛かった）が動調と目的語、と
いう構造になっている。そして底本では主語dieRundeを先行詞として関係文（von denen er… 
erk田mte）が修飾している。いささか学校文法的な説明になるが、「犬カミ彼に吠え掛かった」としづ主文
に、 「彼が、その中のどれ一匹として、昔からの馴染みとして認識しなかった（ところの）」という関
係文（副文）が従属するとしづ構造になっている。つまり底本は「主文＋副文」の構造になっており、
主文では「犬」が「吠えかかったjということを主題としている。
ところが図鳥外の訳文では、主文と副文の関係が逆転している。つまり区紗ト訳では、底本の副文で述べ
られていた内容（彼はその中のどれ一匹として・・…・認識しなかった）が主題化され「・・・・一気をつけて見
れば、皆な識らない顔の犬仲間です」となり、逆に、底本の主文の内容（犬が彼に吠え掛かった）は、
鴎外訳では「吠えられるからjとしづ具合に、リッフ。が「気をつけて見」る理由（契機〉を表すものと
して、副次的な位置に置かれている。
こうした構造を、形式化して示すと次のようになろう。
底本（主文） 犬が彼に吠えかかった
底本（副文）
区耕（副文）
鴎外（主文）
彼はその犬を識らなかったところの（犬）
（犬に）吠えかかられるので、 （それを見れば）
（それは） （彼が）識らない犬である。
こうして鴎外は底本における主文と副文の関係を逆転せしめ、底本の副文の内容を、自己の訳文にお
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いてち題化したわけである。
こうして区紗トは、白底本で「犬が彼に吠え掛かった」が主題となっている文を、 「彼が識らない犬であ
る」をあ哩にするものに変更したわけであるが、それにともない、強調構文（体言重視構文）も、リッフ。
を主体に変更して「皆な識らない顔の犬仲間です」とした。もしも底本の主題のままに、かっ強調構文
風に訳を作成したら、 「吠え掛かったのは犬ですJとしづ訳が考えられたところである。
本節で検討した最後の例は、強調構文の採用と、主題の変更（視点の変更）の両方を訳文に反映しな
がら、 E紗トが過去形の羅列を避けた、非常に複雑な翻訳技法であると言えよう。
6 小括
本研究フ。ロジェクト前号で考察したように、区紗トは「新浦島」において、底本のドイツ語の調｜慎を邦
訳に生かす技法を見せていた。この技法により、底本における描写（発想）の流れと同じ様な流れが邦
訳においても維持される、としづ効果が得られた。一方本号で考察したのは、底本で、は強調構文になっ
ていない文章を、邦訳では強調構文風に訳すという技法で、あって、これは底本の描写（発想）の流れと
敢えて異なる流れを邦訳に持ち込んだものと言える。
このように対照的な翻訳技法を、 同じ「新浦島」の中に持ち込んだのは、訳文が単調になるのを避け
るためであると考えられる。物語の文章である以上、底本の動詞はほとんど過去形であるが、邦訳にお
いても過去形ばかりを使用した場合、 「～した」とし、う語調の文章が延々と続くこととなり、日本語の
文章としては、多少とも味わいに乏しくなるきらいがある。現代の翻訳者でも、たとえば「～したJと
いう邦訳文の羅列を避けるため、たとえば「～したのである」としづ訳文を採用する等、単調さを避け
るための工夫をすることがあるが、区紗トの場合は、それを強調構文の採用としづ形で、行ったものと考え
られるのである。
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